
特定非営利活動法人自遊の広場 令和 7 年度事業報告書 

 

１ 事業の成果 

定款に掲げられている法人の目的【介護・福祉を通じて誰もが自分らしく「自

遊」に生きるため、自然豊かな里山での「日々の暮らし」「ささえあい」「つな

がり」をサポートします】は、地元藤野を始め地域の人びととの協働を意識し

たものである。人の暮らしは「介護」の世界だけではない。佇まいも含めた文

化生活等もそうであり、小規模多機能型居宅介護という介護保険サービスは、

その意味でやりがいがある。 

すずかけの家に始まってやまぼうしの家、畑を伴ったフレイル事業等を進め

てきた。多様な活動を展開するためには、法人に、より多くの個性的な人びと

が必要である。世代交代の問題も含めて、新たな人材の発掘が求められている。 

 経営面としては、介護保険事業所すずかけの家は、上向いてきている。やま

ぼうしの家の赤字については、やまぼうしの家検討会議の検討課題となった。 

 中期計画は、丸３年を終え新たな３年を迎えることとなる。会員組織を始め

いろんな歩みがゆっくり進んでいる。「介護」を通して、このイベント盛り沢山

でエネルギーに満ちた地域と一体となって、今後も事業展開をしたい。 

 

２ 事業内容 

（１）特定非営利活動に係る事業 

 ア）小規模多機能型居宅介護の運営に係る事業 

〇内容 

今年度も年間を通じて定員 20名を維持することができ、経営的には安定した

１年であった。 

 小規模多機能型居宅介護の「通い」の活動としては、散歩や外出等、利用者

の希望を聞きながら実施している。4 月には、いちご狩りに、12 月には、津久

井やまゆり園のバスをお借りして、利用者全員で河口湖へ猿回し・ほうとうツ

アーを実現することができた。また、季節の行事を大事にしており、草団子作

り・梅仕事・うどん作り・味噌つくり等、利用者と一緒に楽しんでいる。近隣

の「のびるっこ保育園」とは、利用者が保育園の誕生会に行ったり、園児がす

ずかけの家でエイサーを踊ってくれたりして交流している。部活動も継続して

いる。アロマ部は必要な方にフットケアを定期的に実施している。個々に関わ

れることで体調の変化や気持ちに寄り添う事ができている。手仕事部では、「く

らして」とすずかけの家のコラボブランド「て」の作品を地域のイベント「ぐ

るっとお散歩篠原展」や秋山温泉等で展示・販売することができた。 

「訪問」では一般的な家事支援や身体介護に加え、利用者の生活を支えるた

めの要望に答えるために、大がかりな掃除や庭作業等は保険外事業と併用しな

がら行なっている。 

2月に、利用者・家族 5名、職員 4名が新型コロナに感染し、すずかけの家と

しては初めてのクラスター感染となり、通いを一週間休みにした。BCP会議をリ

モートで行ない、利用者の状況等を確認しながら通い再開の日を検討した。振

り返りでは、初動体制について、感染を拡大を防ぐための職員の自己管理の方

法、通いが休みの間の独居の安否確認をする職員配置の工夫、食事の際の感染

予防策等があがった。検証結果に基づき、感染拡大防止の為の研修を実施した。 

地域のイベントやお祭り、行事にも積極的に参加し、地域に根ざした事業所

づくりに務めた。（イベントの詳細は「イベント事業」参照） 



 他事業所との連携として、藤野地区福祉関係機関情報交換会、小規模多機能

情報交換会などの会議に参加している。 

 杏林大学・シュタイナー学園高等部の実習生、相模原市在宅医療・介護連携

支援センター職員等、様々な方の訪問があった。 

 ハード面では、築 170年の古民家改修を行った。助成金により、床の張替え、

家の傾きを補正するためのジャッキアップ、開所当初からのリビングの照明器

具を古民家の雰囲気にも配慮した直感型 LED 照明器具に交換した。介護事業所

として、安全で居心地のよい空間づくりに近づいている。 

 

○日時：通年 

○場所：すずかけの家及び訪問家庭、外出先 

○従事者：のべ 2,670 人 

○受益対象者：のべ 7,965 人 

〇支出額：47,610,787 円 

 

イ）高齢者等シェアハウスの運営に係る事業 

〇内容 

 今年度も入居者 3 名を維持している。共同生活の難しさを感じながら毎日を

過ごしている。地域の祭りや防災訓練などには、入居者と職員が参加している。 

 認知症の進んだ方がコロナに感染した時には、感染リスクをさける為に、他

の入居者にも協力してもらい部屋で過ごしていただき、食事を弁当対応にする

などして対策をとった。 

 問い合わせは多くあるが、現状では入居者を増やすことは難しく、今後のや

まぼうし家の在り方については、次年度への検討事項となっている。 

 

〇日時：通年 

○場所：やまぼうしの家 

○従事者：15 人 

○受益対象者：3 人（期間中の入居者数） 

〇支出額：6,868,422 円 

 

ウ）農園、訪問庭づくりを主にしたフレイル事業 

〇内容 

農園活動を通じて地域住民の交流を生み出し、自然と関わる中で生きがいや

役割を感じられる場づくりを行うことで、フレイル予防を目的としている。2025

年度は、コミュニティガーデンの環境整備と日常的な活動の充実を図り、多世

代が関わる場としての基盤づくりを進めた。 

■コミュニティガーデンプロジェクト 

・定例作業（毎月 1 回） 

野菜や花の種まき・苗植え、菌ちゃん畝づくり、収穫、草刈り、デッキ塗装な

どを実施した。 

・共同整備作業 

9 月 27 日（土）ウッドチップの小径づくり、菌ちゃん畑苗植え、草刈り 

3 月 21 日（土）柵の補修、入り口づくり、デッキの塗装、じゃがいも植え、種

まき、コンポスト堆肥撒き、作業後に昼食・交流会 

・ガーデンデザイン 

花壇、菜園、小径と区画分けすることで居心地の良い空間となった。 



・地域との関わり 

のびるっ子保育園の子ども達が来訪し交流している。 

・フレイル対策として機能 

すずかけの家利用者が農園の作業や散歩の場として活用した。 

・交流イベント 

バーベキュー、枝豆会は天候や不作により未実施 

■園芸ワークショップ 

7 月 4 日（金）壁掛け多肉寄せ植え（参加者 9 名）講師：地域園芸家 

■イベント出展 

4 月 26・27 日 しのばら園芸市（ガーデン紹介・クラフト販売） 

10 月 13 日   ぐるっとお散歩篠原展（オープンガーデン・焚き火ダッチオー

ブン） 

■出張グリーンサポート 

訪問 3 回 草むしり、枝打ち、お茶の木の剪定等 

【成果と課題】 

・コミュニティガーデン参加者の若者と子供たち、すずかけ利用者・職員など

多世代の交流が生まれた。 

・フレイル予防効果 体を動かすことや交流の効果だけでなく、植物が次のシ

ーズンにもつながる命だということが高齢者の生きがいにつながっていると感

じている。 

・ガーデン入り口の花壇の整備によって通りかかる地域の方の認知度が向上し

た。 

 

〇日時：通年 

○場所：訪問先及びコミュニティガーデン 

○従事者：15 人 

○受益対象者：60 人 

〇支出額：279,532 円 

 

エ）お楽しみ講座「じじばば自由大学」の運営 

〇内容： 

・「相模湖・ダム 何のために、誰がつくったの？ 紙芝居＆お話し会」（5 月 11

日） 

 いしげしょうこさんによる紙芝居「相模湖はこうしてできた」の上演と相模

湖・ダムの歴史を記録する会のメンバーによるお話し会を開催した。地元藤野・

相模湖のみならず、津久井、城山、相模原市南区、東京からも参加があり、関

心の高さがうかがえた。地域の戦争の歴史を学ぶ機会となった。 

・親子講座「三宅修さんに昔のこと聞いてみよう」（8 月 19 日） 

 三宅修さんのお話を聞く会を開催した。学徒動員、高尾で体験した戦争、山

岳写真家としての仕事の話等々。戦争体験者が少なくなった今、体験者から直

接話を聞く貴重な機会になった。すずかけの家利用者の中には、自身の戦争体

験を思い出す方もいて、配慮が必要であることを改めて認識させられた。 

 

〇日時：5 月 11 日、8 月 19 日 

○場所：すずかけの家 

○従事者：15 人 

○受益対象者：50 人 



〇支出額：5,488 円 

 

オ）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

◎イベント事業 

以下の通り、主催イベントを開催し、地域イベントに参加した。 

 

○内容（日時/場所） 

 地域との交流を図り、団体の活動を広めるため、次の主催事業を開催した。 

 ・落語会（6 月 22 日/すずかけの家） 

 ・味噌づくり会（3 月 10 日/すずかけの家） 

 

 地域との交流を図り、団体の活動を広めるため、次の地域イベントに参加し

た。 

 ・しのばら園芸市（4 月 26 日～27 日） 

 ・里の市（7 月 12 日） 

 ・ぐるっとお散歩篠原展（10 月 12 日～13 日/緑区牧野・篠原地区） 

 ・牧野公民館まつり（10 月 19 日/牧野公民館） 

 ・いろとりどり展（11 月 8 日～16 日/牧郷ラボ）（地元アーティストと福祉施 

設・事業所との共催） 

 ・福祉のつどい（11 月 1 日/藤野芸術の家） 

 

 すずかけの家を会場に、以下のイベントが開催された。 

 ・第 3 回しのばら一箱古本市・うろのひびき公演（4 月 20 日） 

 

○従事者：70 人 

○受益対象者：400 人 

〇支出額：193,237 円 

 

◎サポーター会員制度 

〇内容 

サポーター会員制度は発足から2年目を迎え、2025年度は制度の定着に加え、

会員の関わりの質が少しずつ深まった一年となった。本年度も継続的にサポー

ター会員制度の運用を行い、継続加入者を中心に、会員との関係性は維持され、

団体活動を支える重要な基盤として機能している。 

・2025年度末（2026年 3月時点）の会員数 

おおきなプラタナス・サポーター：35名（うち継続加入者 28名） 

ちいさな♡（ハート）サポーター：8名（うち継続加入者 7名） 

・広報活動 

パンフレット、SNS、広報紙、ホームページ等を活用した情報発信を継続し、

サポーター会員制度および法人活動の認知向上に取り組んだ。また、職員であ

りサポーター会員でもあるメンバーを中心に、情報発信の内容を再検討し、会

の魅力がより伝わるよう発信力の向上に取り組んだ。 

・会員イベント、会員主体のプロジェクト 

会員が参加できるイベントとして、味噌づくり会（3 月 10 日）を実施し、会

員と地域住民の交流の機会となった。コミュニティガーデン「びんたぼ」にお

いて、サポーター会員が主体的に集まり、月 1 回の定例作業や整備作業、作業

後の交流会を実施した。 



会員制度は定着しつつある一方で、サポーター会員の主体的な参加をさらに

進めていくことが今後の課題である。 

 

○日時：通年 

〇場所：相模原市内及びインターネット 

○従事者：10 人 

○受益対象者：不特定多数 

〇支出額：0 円（管理費に含む） 

 

◎中期計画の策定及び実施 

〇内容 

 組織強化を図るため、令和 4 年度に参加型組織評価を実施した。それをもと

に策定した中期計画（3か年）の 3年後の目標に向けて活動を実施した。 

 

＜重点課題＞ 

１．運営資金不足→資金の調達 

２．役割の明確化→理事会と現場の乖離、決定権の所在が不明確という分析に

基づき、理事会の任務の明確化及び事務局の設置、会員制度の充実等を通じて、

法人組織の強化を図る。 

 

＜中期計画＞（抜粋） 

１．資金の調達 

活動の柱（3 年後の指標） 

①すずかけの家の古民家改修ができている 

②必要に応じて寄附金を集めることができている 

③物販収入が 8 万円になる 

④（すずかけの家の経営基盤の安定） 

1 すずかけの家の利用者 20 人をキープできている 

2 利用者のニーズに対応した職員体制ができている 

3 会の魅力を発信する広報活動ができている 

⑤やまぼうしの家が黒字経営になっている 

⑥新たな収入源の見通しができている 

 

3 年目の目標・活動・成果・課題 

① 

目標 古民家改修ができている 

活動 助成金を申請し、古民家改修をした。 

成果 古民家改修（床の張替え、ジャッキアップ、照明）ができた。 

② 

目標 必要に応じて寄附金を集めることができている 

活動 サポーター会員募集と合わせて寄附を呼びかけた（2 年目の活動の継続） 

成果 寄附金 75,960 円 

③ 

目標 物販収入が 8 万円になる 

活動 専門家の協力を得て手仕事部の活動を行なった。 

   販路拡大を図った。（秋山温泉「クラフトサーカス」、地産ガチャ等） 

成果 物販収入 58,500 円（作業代含む） 



   「くらして」とのコラボブランド「て」の製品の質が上がった。 

④（すずかけの家） 

1 

目標 すずかけの家の利用者 20 人をキープできている 

活動 相模原市小規模多機能連絡会への参加等を通じて、行政とのパイプづく 

りに努めた。 

成果 市・福祉基盤課の職員がすずかけの家の見学に来た。 

2 

目標 利用者のニーズに対応した職員体制ができている 

活動 職員募集をした。 職員の賃金アップをした。 

成果 新規職員 1 名、有償ボランティア 4 名 

3 

目標 会の魅力を発信する広報活動ができている 

活動 インスタグラム、Facebook、会報「自遊のひろば」等を通じて、情報発 

信した。 

⑤（やまぼうしの家） 

目標 やまぼうしの家が黒字経営になっている。 

活動 空き部屋の活用を検討した。 

   職員配置を工夫し、支出削減に務めた。 

成果 赤字を減らすことはできたが、黒字経営は難しかった。 

課題 シェアハウスとして、介護ケアが必要になってきた入居者をどこまでみ 

るのかという課題が出てきた。来年度、やまぼうしの家検討会議で検討 

していく。 

 

２．役割の明確化 

活動の柱（3 年後の指標） 

①理事会が経営者として機能している 

②会員が 100 人いる 

③各プロジェクトチームが活動している。 

プロジェクトチームを統括する事務局会議が機能している。 

 

3 年目の目標・活動・成果 

① 

目標 理事会が経営者として機能している 

活動 新しい理事 2 名が参加して、理事会を定期的に開催した。（年 4 回） 

成果 理事会が経営者として機能するようになった。 

②  

目標 会員が 100 人いる。 

活動 会員・寄付者向けに年次報告書を作成した。 

   会員にイベントの呼びかけをした（会員割引制度）。 

   様々な手段を通じて会の魅力を発信した。（インスタグラム、Facebook、 

イベント、会報「自遊のひろば」） 

成果 サポーター会員 おおきなプラタナス・サポーター33 名（うち継続 29 

名）、ちいさな♥サポーター8 名（うち継続 7 名）（3 月 14 日現在） 

会報を見て、イベントやすずかけの家に来る人がいる。 

課題 会の魅力がはっきりしない（広報の課題でもある） 

 



③ 

目標 各プロジェクトチームが活動している。 

プロジェクトチームを統括する事務局会議が機能している。 

活動 事務局会議を定期的に開催し、各プロジェクトの進捗状況を確認した。 

課題 コミュニティガーデンチーム 活動に関わる人（職員、ボランティア） 

が少ない。 

古民家再生チームの立ち上げはできなかった。 

 

○日時：通年 

〇場所：相模原市内及びインターネット 

○従事者：36 人 

○受益対象者：不特定多数 

〇支出額：0 円（管理費に含む） 

 

（２）その他の事業 

  なし 


